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陽
成
院
一
宮
姫
君
歌
合
の
本
質 ―

陽
成
院
関
係
の
歌
合
及
び
返
歌
合
と
し
て―

 

顧 

宇
豪

は
じ
め
に 

 

天
暦
二
年
（
九
四
八
）
九
月
十
五
日
庚
申
、
陽
成
院
の
命
を
受
け
、
一
宮
の
大

君
と
中
君
は
「
秋
の
果
て
の
心
」
の
あ
る
古
歌
に
返
答
し
て
合
わ
せ
た
。
こ
れ
が
、

陽
成
院
一
宮
姫
君
歌
合
で
あ
る
。 

 

本
歌
合
の
特
殊
性
を
挙
げ
る
と
、
そ
の
一
つ
は
陽
成
院
関
係
の
歌
合
、
即
ち
陽

成
院
歌
合
（
夏
虫
恋
）
、
陽
成
院
歌
合
（
惜
秋
意
）
、
陽
成
院
親
王
二
人
歌
合
と

い
う
歌
合
の
系
列
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
珍
し
い
返
歌
合
の
形

式
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
返
歌
合
と
い
う
歌
合
の
形
式
は
、
延
喜
二
十
一
年

（
九
二
一
）
の
京
極
御
息
所
歌
合
で
初
見
さ
れ
、
そ
の
次
に
本
歌
合
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
先
行
研
究
の
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
（
１
）

（
略
称
『
大
成
』
）
と
岸
本
理

恵
氏
に
よ
る
注
釈
（
２
）

で
は
、
両
歌
合
の
継
承
関
係
が
指
摘
さ
れ
た
。
更
に
、
『
大

成
』
は
、
本
歌
合
の
史
的
評
価
に
つ
い
て
、 

本
歌
合
は
返
歌
合
と
い
う
様
式
に
お
い
て
京
極
御
息
所
歌
合
の
系
列
に
立

つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
京
極
御
息
所
歌
合
が
そ
の
日
の
現
実
に
生

き
た
贈
答
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
歌
合
は
、
古
歌
に
対
し
て
、
そ
の
心

を
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
当
世
的
で
は
な
い
陽
成
院
関
係
の
歌
合
特
有
の

感
傷
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
語
修
辞
の
点
に
お
い
て
は
本

歌
を
忠
実
に
取
り
、
歌
の
心
に
お
い
て
は
、
本
歌
に
賛
同
す
る
と
い
う
よ
り

は
寧
ろ
反
対
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
で
は
、
明
ら
か
に
京
極
御
息
所
歌

合
に
お
け
る
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
歌
合
史
の
流
れ
の
中
で
、
本
歌

合
が
大
い
に
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

と
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
が
返
歌
の
手
法
な
ど
の
面
に
お
い
て
も
密
接
に
関
係
す

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
本
稿
で
は
、
陽
成
院
関
係
の
歌
合
と
京
極
御
息
所
歌
合
に

次
ぐ
返
歌
合
と
い
う
二
つ
の
ル
ー
ト
を
辿
り
な
が
ら
、
本
歌
合
の
本
質
に
迫
り
た

い
。 

一 

成
立
背
景 

 

十
巻
本
（
３
）

冒
頭
仮
名
記
に
、 

陽
成
院
、
九
月
十
五
日
庚
申
あ
り
け
る
に
、
一
宮
大
君
中
君
左
右
の
頭
に
て
、

秋
の
果
て
の
心
あ
る
古
歌
の
返
し
を
左
右
と
し
て
合
さ
せ
た
ま
ふ 

－ 1 －
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と
あ
る
よ
う
に
、
本
歌
合
は
陽
成
院
が
主
催
し
た
の
で
あ
る
。
開
催
時
期
の
九
月

十
五
日
庚
申
に
関
し
て
、
陽
成
院
の
在
世
中
に
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
と
天
暦
二

年
（
九
四
八
）
（
４
）

が
相
当
す
る
の
で
、
天
暦
二
年
に
確
定
で
き
る
。
陽
成
院
は

天
暦
三
年
（
九
四
九
）
九
月
二
十
九
日
に
崩
御
す
る
の
で
、
本
歌
合
は
陽
成
院
が

崩
御
す
る
約
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
開
催
場
所
は
、
陽
成
院
の
御
所
に
当
た
る

冷
然
院
で
あ
ろ
う
。 

 

「
一
宮
」
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
元
良
親
王
だ
と
さ
れ
る
。
『
大
和
物
語
』
百

三
十
九
段
及
び
『
元
良
親
王
集
』
の
冒
頭
に
元
良
親
王
が
陽
成
院
一
宮
と
称
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
元
良
親
王
は
既
に
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
七
月
二

十
六
日
に
五
十
四
歳
で
薨
じ
た
。 

そ
し
て
、
「
大
君
中
君
」
と
い
う
元
良
親
王
の
娘
に
関
し
て
、
系
図
な
ど
の
史

料
で
は
一
切
記
録
さ
れ
ず
、
本
歌
合
の
関
係
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
。
『
大
成
』

に
い
う
、
図
書
寮
典
籍
解
題
は
大
君
を
「
明
子
女
王
」
と
し
て
い
る
。
当
該
人
物

も
未
詳
で
あ
る
。
記
述
を
見
る
限
り
、
二
人
の
姫
君
は
恐
ら
く
ま
だ
女
童
な
の
で
、

一
応
年
齢
を
十
～
十
五
歳
、
生
年
を
承
平
四
年
（
九
三
四
）
～
天
慶
二
年
（
九
三

九
）
と
推
定
す
る
。
姫
君
た
ち
の
生
母
に
関
し
て
、
元
良
親
王
の
正
式
な
配
偶
者

（
神
祇
伯
藤
邦
隆
女
・
醍
醐
第
八
皇
女
修
子
内
親
王
・
宇
多
第
七
皇
女
誨
子
内
親

王
）
（
５
）

の
内
に
、
修
子
内
親
王
が
既
に
承
平
三
年
（
九
三
三
）
二
月
五
日
に
薨

じ
た
の
で
、
そ
の
次
の
妻
誨
子
内
親
王
（
天
慶
六
年
十
二
月
十
四
日
薨
）
が
該
当

す
る
可
能
性
は
高
い
。
誨
子
内
親
王
に
関
し
て
は
、
『
大
成
』
に
よ
れ
ば
、
延
喜

十
三
年
（
九
一
三
）
三
月
十
三
日
の
亭
子
院
歌
合
に
左
方
の
頭
と
し
て
出
席
し
て

お
り
、
同
年
八
月
の
亭
子
院
・
女
七
宮
歌
合
に
も
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
姫
君

た
ち
の
生
母
を
誨
子
内
親
王
に
想
定
す
れ
ば
、
姫
君
た
ち
は
宇
多
院
の
血
筋
も
引

き
継
い
で
お
り
、
か
つ
母
か
ら
も
才
能
を
受
け
継
い
で
お
り
、
宇
多
院
関
係
の
歌

合
に
属
す
る
京
極
御
息
所
歌
合
と
の
因
縁
が
浅
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

当
時
で
は
史
上
最
年
長
の
天
皇
（
６
）

と
な
る
陽
成
院
が
最
晩
年
に
お
い
て
孫
娘

を
召
集
し
て
歌
合
を
催
す
の
は
興
味
深
い
。
陽
成
院
主
催
に
関
し
て
、
山
下
道
代

氏
（
７
）

は
、
崩
御
の
前
年
に
当
た
る
の
を
理
由
に
、
陽
成
院
の
主
催
を
疑
い
、
故

元
良
親
王
関
係
の
人
々
に
よ
る
主
催
だ
と
主
張
す
る
。
確
か
に
、
庚
申
の
徹
夜
は
、

最
晩
年
の
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
想
像
が
付
く
が
、
『
国
史
大
辞
典
』
（
８
）

の
「
庚
申
信
仰
」
条
に
よ
れ
ば
、 

三
尸
説
を
日
本
に
請
来
し
た
の
は
円
珍
だ
と
す
る
の
が
以
前
の
説
で
あ
る

が
誤
り
で
、
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
承
和
五
年
（
八
三
八
）
十
一

月
二
十
六
日
条
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
八
世
紀
の
後
半
ご
ろ
に
は
伝
わ
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
伝
え
た
の
は
、
密
教
僧
か
留
学
生
で
あ
ろ
う
。
三
尸

説
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
に
は
老
子
の
説
い
た
「
延
齢
之
術
」
（
『
江
吏
部

集
』
）
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
、
天
皇
中
心
も
し
く
は
貴
族
の
あ
い
だ
で
し

き
り
に
行
わ
れ
た
。
御
庚
申
や
庚
申
会
が
そ
れ
で
あ
る
。
道
教
で
は
、
身
を

つ
つ
し
ん
で
静
か
に
夜
明
か
し
を
せ
よ
と
説
く
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
睡

気
ざ
ま
し
や
時
間
を
つ
ぶ
す
手
段
と
し
て
、
双
六
・
管
絃
・
歌
合
そ
の
他
の

遊
び
を
し
、
酒
を
飲
ん
で
賑
や
か
に
徹
夜
し
た
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
庚
申
信
仰
と
は
逆
に
健
康
長
寿
の
た
め
に
厳
格
に
徹
夜

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
が
あ
る
の
で
、
年
齢
を
理
由
に
陽
成
院
の
参
加
不

可
を
断
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
故
元
良
親
王
関
係
の
人
々
に
よ
る
主

催
に
関
し
て
、
冒
頭
仮
名
記
に
元
良
親
王
を
「
故
一
宮
」
と
表
記
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
薨
去
を
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
元
良
親
王
関
係
者
が
主
催
し
た
と
は

思
え
な
い
。
こ
の
時
に
、
陽
成
院
の
臣
下
に
降
し
た
長
男
源
清
蔭
は
、
ま
だ
在
世

中
（
天
暦
四
年
七
月
三
日
薨
）
で
、
そ
の
風
流
の
姿
が
『
大
和
物
語
』
な
ど
の
文

－ 2 －
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献
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
本
歌
合
を
主
催
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
姪
た
ち
と
の

親
交
を
考
え
る
と
、
や
は
り
陽
成
院
を
介
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
本
歌
合
の
成
立
に
関
し
て
、
陽
成
院
は
必
要
不
可
欠
の
存
在
だ
と
思
う
。 

一
般
的
に
、
陽
成
院
関
係
の
歌
合
は
身
内
に
よ
る
私
的
な
歌
合
と
さ
れ
て
い
る

が
、
本
歌
合
は
き
ち
ん
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
伝
本
や
他
書
所
伝
が
少
な
く
な
い

の
で
、
や
は
り
陽
成
院
の
特
別
な
地
位
に
よ
る
公
的
な
影
響
力
と
関
係
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
背
景
を
理
解
し
た
上
で
、
本
歌
合
の
内
容
に
対
す
る
分

析
に
進
む
。 

二 

本
歌
に
つ
い
て 

 

本
歌
合
は
返
歌
合
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
な
構
造
は
、

本
歌
一
首
と
返
歌
二
首
の
よ
う
な
ユ
ニ
ッ
ト
、
即
ち
「
番
」
で
連
結
さ
れ
て
い
る
。

本
歌
合
は
全
て
十
七
番
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
番
目
の
右
歌
の
三
・
四
・

五
句
と
、
二
番
目
の
右
歌
一
首
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
歌
合
の
配
列
の
一
覧
表
（
９
）

は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

本
歌
合
の
本
歌
は
、 

1
月
影
の
山
下
ま
で
に
さ
や
け
き
は
夜
も
紅
葉
の
色
を
見
よ
と
や 

4
小
夜
深
く
恋
す
る
鹿
の
声
聞
け
ば
我
さ
へ
あ
や
な
袖
の
ひ
つ
か
な 

6
山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば 

9
秋
山
は
唐
紅
に
な
り
に
け
り
い
く
し
ほ
時
雨
ふ
り
て
染
め
け
む 

12
佐
保
山
の
は
は
そ
の
紅
葉
散
り
ぬ
べ
み
夜
さ
へ
見
よ
と
照
ら
す
月
影 

15
佐
保
山
の
は
は
そ
の
色
は
薄
け
れ
ど
秋
は
深
く
も
な
り
に
け
る
か
な 

18
人
恋
ふ
る
心
は
そ
ら
に
通
へ
ば
や
空
も
涙
も
と
も
に
し
ぐ
る
る 

21
あ
し
ひ
き
の
山
路
は
秋
ぞ
惑
ひ
け
る
積
れ
る
紅
葉
跡
し
な
け
れ
ば 

24
時
雨
ふ
り
紅
葉
の
見
す
る
山
里
は
住
み
し
人
さ
へ
う
つ
ろ
ひ
に
け
り 

27
秋
山
に
心
を
の
み
も
い
る
る
か
な
紅
葉
の
色
の
深
き
ま
に
ま
に 

30
紅
葉
葉
は
霧
の
立
つ
に
も
散
り
け
る
を
風
を
刀
と
思
ひ
け
る
か
な 

33
秋
風
は
雲
の
上
ま
で
吹
き
昇
れ
月
の
桂
の
散
り
散
ら
ず
見
む 

36
ゆ
く
秋
を
招
く
尾
花
の
袂
に
は
露
も
置
き
あ
へ
ず
の
ど
け
か
ら
ね
ば 

39
散
ら
ね
ど
も
か
ね
て
ぞ
惜
し
き
紅
葉
葉
は
今
日
を
限
り
の
色
と
見
つ
れ

ば 

42
音
に
の
み
聞
き
渡
り
つ
る
秋
の
夜
の
長
さ
を
独
り
寝
て
ぞ
知
り
ぬ
る 

 

廿
書陽陽

本111
左222
右333
本444
左55 
右 
本66 
左777
右888
本999
左101010
右111111
本121212
左131313
右141414
本151515
左161616
右171717
本181818
左191919
右202020
本212121
左222222
右232323
本242424
左252525
右262626

八

九

三

四

五

六

七

番本／返
十

一

二

 

廿
書陽陽

本272727
左282828
右292929
本303030
左313131
右323232
本333333
左343434
右353535
本363636
左373737
右 3838
本 3939
左 4040
右 4141
本 4242
左 4343
右 4444
本 4545
左 4646
右 4747
本 4848
左 4949
右505050

一
六

一
七

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

番本／返
十

十

－ 3 －
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45
独
り
寝
る
夜
を
長
月
の
花
薄
そ
よ
と
も
秋
の
風
ぞ
答
ふ
る 

48
紅
葉
葉
の
散
り
交
ふ
駒
の
あ
ま
た
あ
る
を
い
づ
れ
に
乗
り
て
秋
を
と
ど

め
む 

と
計
十
七
首
あ
る
。
冒
頭
仮
名
記
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
歌
は
「
秋
の
果
て
の
心
あ

る
古
歌
」
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
本

歌
の
出
典
に
つ
い
て
、
『
大
成
』
が

言
及
し
た
の
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
二
一
番
歌
を
除

け
ば
、
判
明
さ
れ
た
出
典
が
基
本
的

に
『
古
今
和
歌
集
』
前
後
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
こ
れ
は
陽

成
院
関
係
の
歌
合
の
共
通
点
と
も

言
え
る
。
例
え
ば
、
陽
成
院
歌
合
（
夏

虫
恋
）
の
初
番
、 

1
い
た
づ
ら
に
身
は
な
る
て
へ
ど
夏
虫
の
思
ひ
は
え
こ
そ
離
れ
ざ
り
け
れ 

2
身
を
捨
て
て
一
つ
思
ひ
に
焦
が
れ
た
る
心
ぞ
夏
の
虫
に
ま
さ
れ
る 

は
明
ら
か
に
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
五
四
四
、 

夏
虫
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
す
こ
と
も
ひ
と
つ
思
ひ
に
よ
り
て
な
り
け
り 

を
参
考
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
歌
合
の
本
歌
の
選
定
は
陽
成
院
関
係

の
歌
合
の
伝
統
を
継
承
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
に
は
陽
成
院
一
門
の
主
流
歌

壇
に
対
す
る
一
貫
と
し
た
敬
仰
の
姿
勢
が
管
見
で
き
る
。 

一
方
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
場
合
、
本
歌
・
返
歌
を
問
わ
ず
、
『
古
今
和
歌
集
』

と
の
関
連
が
見
ら
れ
ず
、
用
例
と
思
わ
れ
る
歌
さ
え
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
の

で
あ
る
。
京
極
御
息
所
歌
合
の
本
歌
は
躬
恒
に
代
作
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
や
は

り
主
流
歌
壇
の
最
先
端
と
し
て
、
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
既
存
の
歌
集
を
参
考

せ
ず
と
も
創
作
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
京
極
御
息
所
歌
合
の
歌
壇
で
の

高
い
立
ち
位
置
が
窺
え
、
二
次
創
作
を
主
に
し
た
本
歌
合
は
到
底
そ
れ
と
比
肩
で

き
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
本
歌
の
形
態
は
、
典
拠
と
の
異
同
が
あ
る
。
例
え
ば
、
六
番
歌
の
場
合
、

歌
自
体
は
宗
于
の
代
表
作
で
、
『
百
人
一
首
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
『
古

今
和
歌
集
』
で
は
冬
歌
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
秋
の
歌
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
陽
明
文
庫
十
巻
本
に
、 

古
今

や
ま
さ
と
は
あ
き
こ
そ
こ
と
に
か
な
し
け
れ

ふ

ゆ

そ

さ

ひ

し

さ

ま

さ

り

け

り

ひ 

 
 

と
め
も
く
さ
も
か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は 

と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
の
異
同
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
返
歌
、 

7
大
方
の
秋
は
あ
は
れ
の
深
け
れ
ば
山
里
な
ら
で
な
ほ
ぞ
か
な
し
き 

8
山
里
は
い
つ
と
も
わ
か
じ
い
と
ど
し
く
秋
は
鹿
こ
そ
か
な
し
か
る
ら
め 

を
確
認
す
る
と
こ
ろ
、
「
秋
」
「
か
な
し
」
の
表
現
は
、
明
ら
か
に
異
同
本
文
の

「
あ
き
こ
そ
こ
と
に
か
な
し
け
れ
」
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
十
八
番

歌
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
『
貫
之
集
』
の
六
〇
二
番
歌
も
、 

君
こ
ふ
る
涙
は
秋
に
か
よ
へ
ば
や
袖
も
袂
も
共
に
し
ぐ
る
る 

と
あ
る
よ
う
に
、
構
造
的
に
は
近
似
し
て
い
る
が
、
異
同
が
目
立
つ
。
そ
れ
か
ら
、

三
九
番
歌
の
場
合
、
「
今
日
を
」
は
、
廿
巻
本
・
『
古
今
和
歌
集
』
・
寛
平
御
時

后
宮
歌
合
で
は
「
い
ま
は
」
と
な
る
。
返
歌
の
左
歌
、 

40
秋
深
き
山
の
紅
葉
も
あ
る
も
の
を
い
ま
は
の
色
と
思
は
ざ
ら
な
む 

を
参
照
す
れ
ば
、
「
い
ま
は
」
の
方
が
本
歌
合
に
採
用
さ
れ
た
形
だ
と
考
え
る
。 

 

こ
う
し
た
異
同
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
歌
の
採
用
自
体
が
典
拠
か
ら

 

歌
番
号

12
15
18

古今和歌集・秋下・二八一
古今和歌集・秋下・二六七
貫之集・六〇二

39
寛平御時后宮歌合・九六
新撰万葉集・一〇五
古今和歌集・秋下・二六四

出典

6
古今和歌集・冬・三一五
宗于集・一五

9
寛平御時中宮歌合・一三
左兵衛佐定文歌合・一五

－ 4 －
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厳
格
に
引
用
し
て
い
な
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
は
、
京
極
御
息
所
歌
合

と
は
大
き
く
違
う
。
京
極
御
息
所
歌
合
で
は
、 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

躬
恒 

10
ち
は
や
ぶ
る
春
日
の
原
に
こ
き
ま
ぜ
て
花
と
も
見
ゆ
る
神
の
禱
部
か
な 

左
勝 

11
春
日
野
の
花
と
は
ま
た
も
見
え
ぬ
べ
し
今
こ
む
春
の
か
ざ
し
が
て
ら
に 

 
 
 

右 

12
春
霞
た
ち
ま
じ
り
つ
つ
ゆ
く
か
ら
に
あ
だ
に
も
花
と
見
え
に
け
る
か
な 

右
方
、
時
に
原
と
い
ふ
文
字
を
過
ち
て
野
辺
に
書
け
り
。
こ
こ
に
問

ひ
て
曰
く
、
「
こ
れ
を
承
る
人
、
題
の
心
を
違
ふ
る
は
負
け
と
し
て

読
ま
ず
。
さ
れ
ば
右
方
の
負
け
な
り
」
。
忠
房
奏
し
て
曰
く
、
「
か

の
原
と
い
ふ
文
字
、
じ
ち
は
野
辺
と
い
ふ
あ
ざ
な
な
り
。
さ
れ
ど
右

劣
れ
り
。
ま
さ
れ
る
か
さ
ね
て
持
ぞ
申
す
べ
し
。
」
仰
せ
に
曰
く
、

「
申
す
旨
さ
に
あ
ら
ず
、
言
の
理
つ
き
ず
。
」
先
に
仰
す
る
な
む
、

例
忠
房
舌
を
巻
き
、
頭
を
垂
れ
て
、
や
や
久
し
く
あ
り
て
、
「
言
の

理
あ
た
る
と
こ
ろ
よ
ろ
し
く
し
て
し
か
る
べ
し
。
」
と
て
、
「
さ
ら

に
そ
の
理
を
せ
よ
。
」
と
て
、
右
方
負
け
に
な
り
ぬ
。
右
方
は
読
み

に
だ
に
も
読
ま
せ
ず 

と
あ
る
よ
う
に
、
当
該
番
の
判
詞
で
は
、
右
方
が
「
春
日
の
原
」
を
「
春
日
の
野

辺
」
と
誤
記
し
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
判
者
の
忠
房
が
見

逃
そ
う
と
し
た
が
、
主
催
者
の
宇
多
院
が
看
過
せ
ず
、
右
方
を
負
け
と
判
定
し
た
。

つ
ま
り
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
場
合
は
、
本
歌
の
引
用
に
対
し
て
、
極
め
て
厳
格

と
な
っ
て
お
り
、
本
歌
合
の
よ
う
な
本
歌
と
そ
の
典
拠
と
の
異
同
を
許
さ
な
い
は

ず
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
両
者
の
性
格
の
違
い
が
示
さ
れ
、
本
歌
合
は
随

意
的
な
一
面
が
あ
り
、
京
極
御
息
所
歌
合
と
の
格
の
違
い
を
管
見
で
き
る
。 

 

因
み
に
、
典
拠
の
な
い
本
歌
に
つ
い
て
、
憶
測
と
し
か
言
え
な
い
が
、
陽
成
院

及
び
陽
成
院
一
門
の
歌
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
陽
成
院
の
長
い
生
涯
を
考
え

れ
ば
、
早
年
の
詠
歌
の
成
立
時
期
は
『
古
今
和
歌
集
』
と
並
べ
ら
れ
る
の
で
、
「
古

歌
」
と
称
さ
れ
る
の
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
既
存
す
る
陽
成
院
関
係
の
歌

合
が
三
つ
あ
り
、
一
門
の
和
歌
創
作
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
歌
も
数
多
く
存

在
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
陽
成
院
関
係
の
歌
合
の
伝
統
を
継
承
し
た
本
歌
合

に
お
い
て
、
陽
成
院
の
歌
を
本
歌
と
し
て
出
さ
れ
る
の
も
理
に
合
お
う
。
特
に
四

八
番
歌
の
よ
う
な
、
紅
葉
を
駒
に
譬
え
て
、
そ
れ
に
乗
っ
て
秋
を
留
め
る
と
い
う

奇
特
な
発
想
を
用
い
た
歌
は
、
陽
成
院
の
馬
好
き
と
い
う
個
人
色
を
顕
著
に
表
し

て
お
り
、
『
日
本
紀
略
』
（

10
）

天
暦
三
年
四
月
十
五
日
条
「
戊
子
、
依
仰
御
馬
一

匹
、
奏
覧
陽
成
院
也
」
に
よ
れ
ば
、
陽
成
院
の
崩
御
直
前
ま
で
馬
を
愛
し
や
ま
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
駒
」
に
関
す
る
表
現
は
、
陽
成
院
の
馬
好
き
と
合
致
し
て

い
る
。
更
に
、
末
句
「
秋
を
と
ど
め
む
」
は
、
恰
も
陽
成
院
歌
合
（
惜
秋
意
）
に

頻
出
し
た
「
と
ま
ら
ぬ
秋
」
の
表
現
と
類
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
四
八
番
歌
は

陽
成
院
の
作
と
し
て
、
本
歌
合
乃
至
陽
成
院
関
係
の
歌
合
を
括
っ
た
と
考
え
る
。 

ま
た
、
四
二
・
四
五
番
歌
が
、
叙
景
的
な
三
九
番
歌
か
ら
、
一
気
に
恋
歌
に
方

向
転
換
し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
。
こ
の
二
首
の
本
歌
の
主
題
は
、
陽
成
院
親
王

二
人
歌
合
の
「
寝
覚
め
の
恋
」
の
題
と
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

歌
に
は
元
良
親
王
ら
と
関
係
す
る
歌
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
。 

な
お
、
三
十
番
歌
の
よ
う
な
風
を
刀
に
譬
え
る
独
特
な
表
現
を
用
い
た
歌
が
存

在
し
、
岸
本
氏
に
よ
れ
ば
、
当
該
歌
の
発
想
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
上
・
冬
・

歳
暮
・
白
居
易
）
（

11
）

の
、 

寒
流
帯
レ

月
澄
如
レ

鏡
、
夕
吹
和
レ

霜
利
似
レ

刀
（
江
楼
宴
別
） 

－ 5 －
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か
ら
得
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
本
歌
の
三
三
番
歌
は
「
月
の
桂
」
と

い
う
中
国
神
話
の
題
材
を
用
い
た
歌
で
あ
る
。
こ
う
し
た
漢
詩
文
に
対
す
る
関
心

は
、
陽
成
院
歌
合
（
惜
秋
意
）
の
歌
題
「
惜
秋
意
」
か
ら
も
垣
間
見
え
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
本
歌
合
に
お
け
る
本
歌
の
選
定
は
、
陽
成
院
関
係
の
歌
合
の

伝
統
を
し
か
り
と
受
け
継
い
だ
よ
う
に
見
え
る
。
「
秋
の
果
て
の
心
あ
る
古
歌
」

を
本
歌
の
主
題
に
す
る
の
も
、
陽
成
院
歌
合
（
惜
秋
意
）
の
歌
題
「
惜
秋
意
」
と

通
ず
る
所
が
あ
っ
た
。
京
極
御
息
所
歌
合
の
本
歌
の
よ
う
な
、
宇
多
院
賛
美
と
い

う
明
白
な
主
題
に
沿
う
独
創
的
な
歌
と
は
大
き
く
相
違
し
、
格
式
も
一
段
に
劣
っ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
超
高
齢
の
陽
成
院
に
向
け
る
長
寿
を
祝
う
歌
が
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
が
、
一
切
存
在
し
て
お
ら
ず
、
や
は
り
参
加
者
が
身
内
だ
か
ら
陽

成
院
に
対
す
る
忖
度
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
に
、

典
拠
と
の
本
文
異
同
が
目
を
引
き
、
本
歌
合
の
随
意
的
な
、
漫
然
と
し
た
性
質
を

物
語
っ
て
い
る
。
実
は
本
歌
の
選
定
は
、
恐
ら
く
事
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
く
、
返
歌
と
連
鎖
し
な
が
ら
、
歌
合
の
進
行
に
伴
っ
て
即
興
的
に
出
さ
れ
た

の
だ
と
考
え
る
。
そ
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
次
の
返
歌
に
対
す
る
考

察
に
移
り
た
い
。 

三 

返
歌
に
つ
い
て 

本
歌
合
は
一
つ
の
本
歌
に
対
し
て
、
左
右
方
が
そ
れ
ぞ
れ
に
返
歌
を
す
る
と
い

う
、
「
本
歌
一
首
＋
返
歌
二
首
」
の
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
「
番
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
一
つ
の
番
の
内
に
、
ま
ず
本
歌
と
返
歌
と
の
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
四
番
の
、 

9
秋
山
は
唐
紅
に
な
り
に
け
り
い
く
し
ほ
時
雨
ふ
り
て
染
め
け
む
（
本
） 

10
時
雨
つ
つ
紅
深
く
山
の
端
も
秋
果
て
ゆ
け
ば
か
ひ
な
か
り
け
り
（
左
） 

11
い
く
し
ほ
も
時
雨
は
ふ
ら
じ
佐
保
姫
の
深
く
染
め
た
る
色
と
こ
そ
見
れ

（
右
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
本
歌
の
「
秋
山
は
唐
紅
に
な
っ
た
な
あ
。
幾
度
時
雨
が
降
っ
て

染
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
に
対
し
、
左
歌
は
「
時
雨
が
降
り
な
が
ら
、
紅
葉
の
紅

色
が
深
く
な
る
山
の
端
も
、
秋
が
果
て
て
い
く
の
で
、
甲
斐
が
な
い
こ
と
よ
」
、

右
歌
は
「
幾
度
も
染
め
る
よ
う
に
時
雨
は
降
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
佐
保
姫

が
深
く
染
め
た
色
な
の
だ
と
見
え
る
こ
と
よ
」
と
返
し
た
。 

た
だ
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
返
答
が
贈
答
歌
と
し
て
成
立
し
な

い
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
歌
の
九
番
歌
は
叙
景
的
な
独
詠
歌
な
の
で
、
贈
歌

の
役
割
を
担
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
返
歌
は
、
主
に
本
歌
の
下
の
句
の
発
問
に
着

目
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
左
歌
は
晩
秋
に
な
っ
た
ら
意
味
が
な
い
、
右
歌
は
時
雨

で
は
な
く
佐
保
姫
が
紅
葉
を
染
め
た
と
、
本
歌
に
対
し
て
反
論
或
い
は
揶
揄
の
形

式
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
贈
歌
に
は
な
ら
な
い
歌
を
返
す
場
合
は
、
本
歌
の
内
容

を
「
ツ
ッ
コ
ム
」
方
が
始
ま
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
ツ
ッ

コ
ミ
」
も
大
体
一
般
論
の
角
度
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
個
人
的
な
感
情
や
意
見
が

希
薄
で
あ
る
。
代
表
的
な
表
現
は
、
前
記
の
七
番
歌
及
び
二
十
番
歌
、 

20
大
方
の
も
の
思
ふ
時
に
し
ぐ
る
る
を
秋
の
空
と
は
見
ゆ
る
な
る
ら
ん 

に
見
ら
れ
る
「
大
方
の
」
で
あ
ろ
う
。 

 
左
歌
の
「
秋
」
に
つ
い
て
、
岸
本
氏
は
「
秋
」
が
「
飽
き
」
と
掛
か
る
と
し
、

下
の
句
を
「
美
し
い
紅
葉
も
秋
が
終
わ
る
に
つ
れ
人
に
飽
き
果
て
ら
れ
て
は
甲
斐

が
な
い
と
い
う
こ
と
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
の
句
が
受
け
る
主
体
は

「
山
の
端
」
で
あ
り
、
紅
葉
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
、
「
紅
葉
が
人
に
飽
き

－ 6 －
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ら
れ
る
の
は
甲
斐
の
な
い
こ
と
」
と
い
う
解
釈
が
分
か
り
に
く
く
、
「
人
」
が
具

体
的
に
誰
を
指
す
の
も
漠
然
と
し
て
分
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
十
七
番
歌
、 

17
薄
き
濃
き
色
の
限
り
ぞ
佐
保
山
は
秋
果
つ
る
ま
で
浅
き
と
な
見
そ 

に
も
「
秋
果
つ
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
岸
本
氏
は
「
飽
き
」
に
掛

け
る
と
解
釈
し
て
お
ら
ず
、
単
に
「
秋
が
終
わ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
十

番
歌
も
十
七
番
歌
と
同
じ
く
、
「
飽
き
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
に
は
、
本
歌
合
に
お
け
る
叙
景
歌
に
対
し
て
叙
景
歌
、
人
事
の
歌
に
対

し
て
人
事
の
歌
を
返
す
と
い
う
返
歌
の
原
則
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
原
則
は
、
京
極
御
息
所
歌
合
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
節

に
挙
げ
た
十
番
歌
と
そ
の
返
歌
の
よ
う
に
、
春
日
社
の
巫
女
た
ち
を
花
に
譬
え
る

と
い
う
情
景
的
な
描
写
を
施
し
た
本
歌
に
対
し
、
左
歌
は
、
『
京
極
御
息
所
褒
子

歌
合
注
釈
』
（

12
）

（
略
称
『
注
釈
』
）
に
よ
れ
ば
、
本
歌
の
「
花
と
も
見
ゆ
る
」

と
い
う
、
花
の
以
外
に
も
見
え
る
と
の
含
み
と
も
読
め
る
表
現
の
隙
を
突
い
て
、

来
春
は
花
そ
の
も
の
を
か
ざ
し
て
く
る
の
だ
か
ら
、
花
以
外
に
は
見
え
な
い
に
違

い
な
い
と
答
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
来
春
ま
た
来
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
決
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
来
春
の
御
幸
の
実
現
を
予
想
し
つ
つ
、
宇
多
院
の
京
極
御
息
所

に
対
す
る
寵
愛
の
末
永
い
こ
と
を
祝
福
し
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
左
歌
の
詠

者
は
、
自
分
を
本
歌
の
贈
り
相
手
の
「
禱
部
」
に
見
立
て
た
の
で
あ
る
。
返
歌
の

手
法
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
を
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
当
該

歌
で
は
一
般
論
で
は
な
く
、
主
観
を
優
先
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
恋
歌

の
常
套
的
返
歌
だ
と
指
摘
さ
れ
、
本
歌
が
返
歌
の
詠
者
、
即
ち
女
官
を
賛
美
し
て

い
る
と
い
う
誤
解
を
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

右
歌
に
対
し
て
も
そ
う
言
え
よ
う
。
一
見
で
は
、
春
霞
が
あ
る
か
ら
、
巫
女
を

花
に
見
間
違
え
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
と
巫
女
に
対
し
て
失
礼
に
当
た
る

で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
詠
者
は
自
分
を
「
禱
部
」
に
見
立
て
、
謙
遜
を
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
あ
だ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
本
歌
の
主
観
的
な

感
情
、
即
ち
仮
初
な
気
持
ち
乃
至
恋
愛
と
関
係
す
る
「
あ
だ
心
」
、
即
ち
浮
気
心

に
ま
で
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
こ
そ
贈
答
歌
本
来
の
形
式
と
も
言
え
よ

う
。
や
は
り
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
詠
者
の
女
性
た
ち
は
、
姫
君
た
ち
と
比
べ
て
、

日
常
的
に
贈
答
歌
を
詠
む
経
験
が
一
段
に
豊
富
の
よ
う
で
、
返
歌
の
技
巧
を
発
揮

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
面
に
、
本
歌
の
表
現
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
、
右
歌
は
正
に
そ
の
典
型
で
あ
り
、
本
歌
の
「
花
」
以
外
の
表
現
を
ほ
と
ん

ど
摂
取
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
歌
の
二
五
番
歌
と
そ
の
返
歌
、 

15
春
ご
と
に
君
し
通
は
ば
春
日
野
の
八
千
代
の
松
も
枯
れ
じ
と
ぞ
思
ふ
（
本
） 

16
春
日
野
に
春
は
通
は
む
わ
が
た
め
に
ま
つ
心
あ
り
て
齢
増
す
な
り
（
左
） 

17
春
日
野
の
ま
つ
し
か
れ
ず
は
御
手
洗
の
水
も
流
れ
て
絶
え
じ
と
ぞ
思
ふ

（
右
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
本
歌
が
「
君
通
ふ
」
と
「
松
枯
れ
じ
」
と
い
う
二
つ
の
表
現
に

対
し
、
左
歌
は
こ
の
二
つ
の
表
現
を
踏
ま
え
た
が
、
右
歌
は
「
松
枯
れ
じ
」
と
し

か
触
れ
て
お
ら
ず
、
「
御
手
洗
の
水
」
と
い
う
全
く
別
の
表
現
を
加
え
た
。
『
注

釈
』
に
よ
れ
ば
、
右
歌
は
、
そ
も
そ
も
宇
多
院
賛
美
と
い
う
本
歌
の
主
題
か
ら
外

れ
て
お
り
、
む
し
ろ
春
日
社
の
永
続
性
を
寿
い
で
お
り
、
そ
の
た
め
他
書
所
伝
（

13
）

で
は
本
歌
と
関
係
な
く
、
単
独
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。 

本
歌
合
の
場
合
、
本
歌
の
表
現
は
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
返
歌
の
表
現
で
さ
え
重
視
さ
れ
、
そ
の
後
の
本
歌
の
選
定
及
び
返
歌
の
創
作

に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
文
で
言
及
し
た
本
歌
合
の
独
特
な

構
造
、
即
ち
表
現
に
よ
る
連
鎖
だ
と
考
え
、
詳
細
を
次
に
述
べ
る
。 

－ 7 －
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四 

表
現
の
連
鎖 

 

本
歌
合
に
お
け
る
表
現
の
連
鎖
に
関
し
て
、
前
記
の
四
番
辺
り
は
最
も
顕
著
な

箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
歌
の
九
番
歌
の
「
時
雨
ふ
り
て
染
め
」
と
い
う
時
雨
が

紅
葉
を
赤
く
染
め
る
表
現
に
関
し
て
、
実
は
五
番
歌
、 

5
聞
く
人
の
袖
さ
へ
ひ
つ
る
鹿
の
音
に
秋
の
時
雨
の
ふ
り
出
て
ぞ
な
く 

に
既
に
「
時
雨
の
ふ
り
出
て
」
と
い
う
近
似
表
現
が
あ
っ
た
。
岸
本
氏
に
よ
れ
ば
、

「
振
り
出
づ
」
は
、
紅
の
染
料
を
溶
か
し
た
水
の
中
で
布
を
振
っ
て
染
め
る
意
と

し
て
、
紅
葉
や
紅
涙
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
。
恐
ら
く
、
五
番
歌
の
当
該
表
現
が

再
び
注
目
さ
れ
た
の
で
、
九
番
歌
を
本
歌
と
し
て
採
用
し
た
と
考
え
る
。 

 

そ
し
て
、
十
番
歌
に
関
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
秋
果
て
」
と
い
う
表
現
は

十
七
番
歌
の
「
秋
果
つ
る
」
と
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
七
番
歌
も
十
番
歌

の
表
現
を
再
利
用
し
た
の
だ
と
考
え
る
。 

 

続
く
十
一
番
歌
に
関
し
て
、
「
佐
保
姫
」
と
い
う
珍
し
い
表
現
を
用
い
た
。
実

は
、
佐
保
姫
は
春
の
女
神
で
、
こ
こ
で
は
適
切
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
秋
の
竜
田

姫
の
方
が
適
切
だ
と
考
え
る
。
用
例
と
し
て
、
『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
下
・
二
九

八
、 

秋
の
う
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
ね
み
の
王 

た
つ
た
ひ
め
た
む
く
る
神
の
あ
れ
ば
こ
そ
秋
の
こ
の
は
の
ぬ
さ
と
ち
る
ら

め 

と
あ
る
よ
う
に
、
竜
田
姫
を
秋
の
女
神
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
一
方
、
佐
保
山
の

紅
葉
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
は
、 

⚫

秋
歌
下
・
二
六
五 

や
ま
と
の
く
に
に
ま
か
り
け
る
時
、
さ
ほ
山
に
き
り
の
た
て
り
け
る
を

見
て
よ
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
の
と
も
の
り 

た
が
た
め
の
錦
な
れ
ば
か
秋
ぎ
り
の
さ
ほ
の
山
辺
を
た
ち
か
く
す
ら
む 

⚫

秋
歌
下
・
二
六
六 

 
 

是
貞
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た 

 
 

 
 

 
 

よ
み
人
し
ら
ず 

秋
ぎ
り
は
け
さ
は
な
た
ち
そ
さ
ほ
山
の
は
は
そ
の
も
み
ぢ
よ
そ
に
て
も
見

む 

⚫

秋
歌
下
・
二
六
七 

 
 

秋
の
う
た
と
て
よ
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
上
是
則 

佐
保
山
の
は
は
そ
の
色
は
う
す
け
れ
ど
秋
は
深
く
も
な
り
に
け
る
か
な 

⚫

秋
歌
下
・
二
八
一 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ
み
人
し
ら
ず 

さ
ほ
山
の
は
は
そ
の
も
み
ぢ
ち
り
ぬ
べ
み
よ
る
さ
へ
見
よ
と
て
ら
す
月
影 

⚫

賀
歌
・
三
六
二 

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り
た
ち
ぬ
ら
し
山
の
こ
の
は
も
色
ま
さ
り
ゆ
く 

と
あ
る
よ
う
に
多
数
存
在
す
る
た
め
、
右
歌
は
恐
ら
く
佐
保
姫
を
佐
保
山
の
山
神

と
誤
解
し
、
そ
こ
で
紅
葉
と
結
び
付
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
右
方

が
稚
拙
だ
っ
た
証
拠
と
な
る
。
当
該
箇
所
の
誤
用
を
戒
め
る
よ
う
に
、
次
に
佐
保

山
の
紅
葉
を
題
材
と
し
た
十
二
番
歌
、 

12
佐
保
山
の
は
は
そ
の
紅
葉
散
り
ぬ
べ
み
夜
さ
へ
見
よ
と
照
ら
す
月
影 

が
本
歌
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
だ
と
推
測
す
る
。 

 
こ
う
し
た
十
二
番
歌
に
対
し
て
、
返
歌
は
、 

13
久
方
の
月
な
か
り
せ
ば
佐
保
山
の
紅
葉
は
夜
の
錦
な
ら
ま
し
（
左
） 

14
月
影
の
さ
や
け
く
見
ゆ
る
佐
保
山
の
紅
葉
を
風
に
ま
か
せ
ず
も
が
な
（
右
） 

と
あ
る
。
左
歌
に
つ
い
て
、
岸
本
氏
に
よ
る
解
釈
は
、
「
な
ら
ま
し
」
が
二
句
「
月

－ 8 －
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な
か
り
せ
ば
」
と
呼
応
し
て
反
実
仮
想
を
表
す
と
い
う
。
反
実
仮
想
を
使
う
点
に

お
い
て
は
、
二
番
歌
、 

2
紅
葉
せ
ぬ
秋
の
山
べ
の
あ
ら
ば
こ
そ
月
の
光
を
た
づ
ね
て
も
見
め 

も
同
じ
で
あ
る
。
二
番
歌
で
は
「
紅
葉
せ
ぬ
」
と
い
う
紅
葉
が
な
い
状
況
を
想
定

し
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
月
を
観
賞
す
る
し
か
な
い
と
い
う
。
一
方
、
当
該
歌
で

は
「
月
な
か
り
せ
ば
」
と
い
う
月
影
が
な
い
状
況
を
想
定
し
、
そ
の
場
合
、
紅
葉

が
夜
の
錦
の
よ
う
に
、
誰
も
知
ら
れ
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
二
番
歌
と
十
三
番

歌
は
呼
応
し
、
月
影
と
紅
葉
の
関
係
に
つ
い
て
、
仮
想
の
対
象
を
置
き
換
え
て
詠

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
一
番
歌
の
「
月
影
」
と
い
う
表
現
も
、
十
二

番
歌
末
尾
の
「
月
影
」
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
「
佐
保
山
」
と

い
う
話
題
は
、
ま
た
次
の
本
歌
の
十
五
番
歌
に
続
く
。 

こ
の
よ
う
に
、
本
歌
合
に
は
表
現
の
連
鎖
が
見
受
け
ら
れ
、
前
の
歌
の
表
現
が

後
の
歌
を
影
響
し
て
い
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
本
節
で
言
及
し
た
連
鎖
は
氷
山
の

一
角
に
過
ぎ
な
い
が
、
他
の
連
鎖
に
関
し
て
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
表
現
の
連
鎖

の
存
在
は
、
や
は
り
本
歌
合
が
表
現
を
重
視
す
る
方
針
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
連
鎖
の
実
現
は
、
本
歌
合
が
即
興
的
に
進
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
証
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
場
合
は
、
本

歌
が
延
喜
二
十
一
年
三
月
七
日
に
忠
房
に
献
上
さ
れ
、
歌
合
自
体
が
『
大
成
』
に

よ
れ
ば
五
月
に
開
催
さ
れ
、
返
歌
が
そ
の
間
に
創
作
さ
れ
た
と
い
う
。
返
歌
に
は

伊
勢
に
よ
る
代
作
も
あ
る
こ
と
が
判
明
さ
れ
た
の
で
、
即
興
的
で
は
な
く
、
披
露

会
の
よ
う
な
行
事
的
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
故
に
、
京
極
御
息

所
歌
合
と
比
べ
て
、
本
歌
合
に
お
け
る
本
歌
と
返
歌
の
繋
が
り
は
か
な
り
強
い
わ

け
で
あ
る
。
ま
た
、
本
歌
合
に
お
け
る
表
現
の
連
鎖
は
、
顕
明
な
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
微
妙
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
即
ち
連
鎖
に
は
ば
ら
つ
き
が
存
在
す
る
。
そ

れ
も
、
本
歌
合
は
即
興
的
で
あ
る
故
に
、
詠
者
の
関
心
や
進
行
の
状
況
に
応
じ
て

偶
然
性
が
あ
る
た
め
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
問
い
た
い
の
は
、
本
歌
合
に
お
け
る

返
歌
合
と
い
う
歌
合
の
形
式
の
本
質
で
あ
る
。 

五 

本
歌
合
の
本
質 

 

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
返
歌
合
の
本
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
普

通
の
歌
合
と
比
べ
て
、
返
歌
合
の
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
本
歌
の
存
在
で
あ
る
。

普
通
の
歌
合
の
場
合
は
、
歌
題
が
存
在
す
る
。
陽
成
院
一
門
関
係
の
歌
合
の
例
を

挙
げ
れ
ば
、
陽
成
院
歌
合
（
夏
虫
恋
）
の
歌
題
は
「
夏
虫
恋
」
、
陽
成
院
歌
合
（
惜

秋
意
）
の
歌
題
は
「
惜
秋
意
」
、
陽
成
院
親
王
二
人
歌
合
は
「
寝
覚
め
の
恋
」
と

「
暁
の
別
れ
の
恋
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
題
は
確
か
に
詠
歌
の
題
材
及
び
表
現

の
範
囲
を
あ
る
程
度
に
限
定
す
る
が
、
歌
の
感
情
自
体
を
特
に
干
渉
し
て
お
ら
ず
、

詠
者
次
第
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
贈
答
歌
の
場
合
は
、
題
材
と
表
現
を
あ
ま
り

拘
ら
ず
、
贈
歌
し
た
詠
者
の
感
情
に
応
じ
る
こ
と
が
肝
心
と
な
る
。
そ
れ
ら
に
対

し
て
、
返
歌
合
の
場
合
は
、
本
歌
の
存
在
に
よ
り
、
返
歌
が
表
現
と
感
情
両
方
面

に
お
い
て
本
歌
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
二
重
苦
の
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
。
実
際
、
京
極
御
息
所
歌
合
と
本
歌
合
の
二
例
の
返
歌
合
を
見
る
限
り
、

京
極
御
息
所
歌
合
の
返
歌
は
返
答
す
る
詠
者
の
感
情
、
本
歌
合
は
本
歌
の
表
現
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
表
現
と
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
れ
た
、
模
範
と
も

言
え
る
ほ
ど
の
返
歌
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
返
歌
合
の

難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
逆
に
言
う
と
、
本
歌
と
い
う
重
い
制
約
の
存
在
は
、
返
歌
を
創
作
す
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る
際
に
強
力
な
補
助
に
も
な
れ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
本
歌
の
表
現
を
摂
取
し
、

そ
の
感
情
に
応
じ
れ
ば
、
返
歌
を
そ
れ
な
り
に
詠
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と

も
、
漠
然
と
し
た
歌
題
と
比
べ
て
、
本
歌
の
あ
る
方
が
返
答
し
や
す
い
と
思
う
。

勿
論
、
贈
答
歌
の
練
習
に
も
あ
る
程
度
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
歌
の

存
在
は
、
優
れ
た
返
歌
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
返
歌
の
創
作
自
体

を
補
助
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
前
文
に
掲
げ

た
陽
成
院
歌
合
（
夏
虫
恋
）
の
初
番
は
、
明
ら
か
に
『
古
今
和
歌
集
』
五
四
四
番

歌
を
参
考
に
し
た
歌
で
あ
り
、
『
古
今
和
歌
集
』
五
四
四
番
歌
を
本
歌
合
に
お
け

る
「
本
歌
」
に
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
歌
合
は
、
陽
成
院
歌

合
（
夏
虫
恋
）
の
初
番
と
比
べ
て
、
た
だ
返
歌
合
を
採
用
し
た
と
い
う
違
い
が
あ

り
、
本
質
的
に
は
陽
成
院
関
係
の
歌
合
の
形
式
に
沿
っ
た
、
幼
い
姫
君
た
ち
に
相

応
し
い
、
完
成
度
が
一
段
低
い
歌
合
擬
き
だ
と
言
え
よ
う
。 

こ
の
よ
う
な
本
質
を
持
つ
本
歌
合
は
、
恐
ら
く
陽
成
院
一
門
に
お
け
る
和
歌
の

教
育
現
場
だ
と
推
測
す
る
。
実
際
、
京
極
御
息
所
歌
合
も
本
歌
合
も
、
若
い
女
性

を
主
な
詠
者
と
す
る
歌
合
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
の
歌
の
品
質
が
当
然
専
門
歌
人
や

ベ
テ
ラ
ン
歌
人
に
及
ば
な
い
が
、
歌
自
体
を
賞
美
す
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
は
な

く
、
彼
女
た
ち
の
和
歌
創
作
活
動
を
補
助
し
つ
つ
、
そ
の
和
歌
の
素
養
を
培
う
た

め
で
あ
ろ
う
。
京
極
御
息
所
歌
合
が
宇
多
院
を
絶
対
的
な
主
役
と
し
て
崇
敬
し
て

い
る
一
方
、
本
歌
合
の
場
合
、
陽
成
院
を
言
及
す
る
こ
と
さ
え
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
教
育
の
目
的
は
よ
り
一
層
純
粋
で
あ
ろ
う
。 

 

後
世
に
は
返
歌
合
と
い
う
形
式
の
歌
合
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
や
は
り
、

教
育
を
目
的
と
す
る
返
歌
合
は
、
文
学
と
し
て
の
完
成
度
が
低
く
、
あ
ま
り
公
開

や
記
録
に
値
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
姫
君
を
教
育
す
る

た
め
の
本
歌
合
が
き
ち
ん
と
記
録
さ
れ
、
多
く
の
伝
本
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
文
学
史
に
お
け
る
陽
成
院
一
門
の
存
在
を
軽
視
で

き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

終
わ
り
に 

 

本
歌
合
は
陽
成
院
一
門
関
係
の
文
学
活
動
の
伝
統
を
継
承
し
て
お
り
、
一
門
の

独
特
な
感
性
に
沿
い
、
即
興
的
、
随
意
的
に
行
わ
れ
た
私
的
歌
合
だ
と
推
測
す
る
。

本
歌
合
を
通
し
て
、
元
良
親
王
の
娘
た
ち
に
和
歌
の
教
養
を
教
え
る
こ
と
は
恐
ら

く
主
要
な
目
的
だ
と
考
え
る
。
陽
成
院
の
残
照
に
は
な
る
が
、
後
世
に
『
大
和
物

語
』
や
『
元
良
親
王
集
』
な
ど
の
陽
成
院
一
門
が
登
場
す
る
文
学
作
品
の
成
立
へ

と
繋
が
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
歌
合
は
陽
成
院
一
門
の
親
睦
の
証
だ

け
で
な
く
、
陽
成
院
一
門
の
文
学
に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
一
環
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。 

 

更
に
広
く
言
え
ば
、
京
極
御
息
所
歌
合
と
本
歌
合
の
よ
う
な
若
い
女
性
を
教
育

す
る
た
め
の
返
歌
合
の
開
催
は
、
女
性
に
対
す
る
和
歌
乃
至
文
学
の
教
育
の
浸
透

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
『
大
鏡
』
で
語
ら
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』

を
全
部
暗
記
し
た
村
上
天
皇
の
女
御
芳
子
や
、
女
流
文
学
の
巨
頭
で
あ
る
紫
式
部

と
清
少
納
言
の
よ
う
な
高
度
な
文
学
素
養
を
持
つ
女
性
た
ち
の
登
場
と
関
係
づ

け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
女
流
文
学
の
黎
明
の
一
つ
と
し
て
も
、
本
歌
合
に
は

刮
目
す
べ
き
で
あ
る
。 

注 
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本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
和
歌
は
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
よ
る
。
陽
成
院
一
宮
姫
君
歌
合
と
京
極
御
息
所
歌
合
は
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇 

平
安
歌
合
集 

上
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）
所
収
の
影
印
の
十
巻
本
、

陽
成
院
歌
合
（
夏
虫
恋
）
の
本
文
は
『
古
筆
学
大
成 

第
21
巻
』
（
講
談
社
、
一

九
九
二
年
）
所
収
の
影
印
の
廿
巻
本
の
伝
藤
原
忠
家
・
俊
忠
筆
柏
木
・
二
条
切
を

用
い
て
、
適
宜
に
漢
字
を
当
て
て
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
各
歌
の
歌
番
号

は
、
便
宜
上
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
と
一
致
さ
せ
た
。 

 

（
１
）
萩
谷
朴
『
増
補
新
訂 

平
安
朝
歌
合
大
成 

第
一
巻
』
（
同
朋
舎
出
版
、

一
九
九
五
年
）
。 

（
２
）
蔵
中
さ
や
か
ほ
か
『
和
歌
文
学
大
系
48 

王
朝
歌
合
集
』
（
明
治
書
院
、

二
〇
一
八
年
）
所
収 

岸
本
理
恵
「
陽
成
院
一
親
王
姫
君
達
歌
合
」
。 

（
３
）
十
巻
本
と
廿
巻
本
と
い
う
二
系
統
の
底
本
が
あ
る
。
両
者
の
差
異
が
微
少
。 

（
４
）
国
立
天
文
台
歴
計
算
室
（h

t
tp
s
:
//
e
c
o.
m
t
k.
n
a
o.
a
c
.
j
p/
k
o
yo
m
i
/

）
に

よ
る
。 

（
５
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第
五
十
八
巻 

尊
卑
分
脈 

第
一
篇
』
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
五
七
年
）
に
よ
る
。 

（
６
）
歴
代
天
皇
の
年
齢
（
実
年
齢
）
の
順
位
：
一
位
上
皇
さ
ま
（
平
成
）
、
二

位
昭
和
天
皇
87
歳
、
三
位
後
水
尾
天
皇
85
歳
、
四
位
陽
成
天
皇
80
歳
。 

（
７
）
山
下
道
代
『
陽
成
院―

乱
行
の
帝―

』
（
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
８
）
『
国
史
大
辞
典
』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
に
よ
る
。 

（
９
）
十
：
十
巻
本
。
廿
：
廿
巻
本
。
書
：
書
陵
部
本
。
陽
：
陽
明
文
庫
本
。 

（
10
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第
十
一
巻 

日
本
紀
略
後
篇 

百
錬
抄
』
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
二
九
年
）
。 

（
11
）
佐
藤
道
夫
ほ
か
『
和
歌
文
学
大
系
47 

和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』（
明

治
書
院
、
平
成
二
十
三
年
）
。 

（
12
）
西
山
秀
人
・
岡
田
博
子
・
小
池
博
明
（
順
不
同
）
「
京
極
御
息
所
歌
合
褒

子
歌
合
注
釈
（
一
）
、
（
二
）
、
（
三
）
」
、
『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
第
二
七
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）
、
第
二
八
号
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）
、

第
二
九
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
）
。 

（
13
）
袋
草
紙
・
八
〇
九
／
袖
中
抄
・
五
五
三
／
夫
木
和
歌
抄
・
雑
部
・
九
六
八

七
。 

  

（
こ 

う
ご
う
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
）  
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The essence of the Japanese poetry contest held by Yozei, 
the Retired Emperor, in which his First Prince’s daughters 

participated: A contest of poetry in return

Yuhao GU

Key Words: literature of Heian Era, poetry contest, Yozei the Retired Emperor, 

poetry in return

A famous Japanese poetry contest was held by Yozei, the Retired Emperor, in which his First 

Prince’s daughters participated, in 948. As a legendary emperor and the oldest emperor at that time, 

Yozei had been far from politics for nearly 60 years when, in the year before his death, he called his 

granddaughters to join a friendly family poetry contest, the theme of which was the sentiment of late 

autumn. Of the several poetry contests held by Yozei in which mainly his family and vassals 

participated, this was the last. He being a talented poet, his poem was recorded in the most famous 

poetry collection, the “Ogura Hyakunin Isshu.” This paper aims to analyze the relationship between 

this poetry contest in which his granddaughters participated and other poetry contests held by Yozei, 

and to examine the structure of the contest of poetry in return. The purpose of this study is to identify 

the essence of this contest and to demonstrate its significance in Japanese literature.
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